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［要約］2009 年、醸造用ぶどうに発生したつる割病様症状について、その病因が細菌である

ことを明らかにした。本病の道内主要産地における発生実態とポット苗での品種間差異を

明らかにした。また、当面の対応として銅水和剤の防除効果を示した。
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［背景・ねらい］

道内において醸造用ぶどうの生産振興が図られる中、2009 年秋に発生した未知の細菌によ

る葉枯、つる割症状および果実腐敗が問題となり、その病因を解明すると共に緊急的な防

除対策が求められている。この未知の細菌病の病因を明らかにし、防除対策の方向性を定

めるとともに対応方法について検討する。

［成果の内容・特徴］

１．2009 年醸造用ぶどうに発生した葉枯や果実の腐敗症状の病因は、既知の糸状菌による

つる割病では無く、国内新発生の細菌病であることを明らかにし、病原菌を Xylophilus

ampelinus と同定し、病徴を整理するとともに病名を「ブドウつる割細菌病」と提案し

ている（表１）。

２．本病は６月から７月が低温多雨で経過した 2009 年に多発し、７月が高温少雨となった

2012 および 2013 年では少発生である。

３．空知、後志、檜山、上川地方の醸造用ぶどう産地において本病が発生している。

４．ポット苗に対する接種試験により、本病に対する品種間差異が明らかとなり、道内主

要品種である「ケルナー」、「ツヴァイゲルトレーベ」、「セイベル 5279」は比較的発

病しやすい品種と考えられる（表２）。

５．ぶどうの展葉後、６月中旬から銅（塩基性硫酸銅 58%（銅 32%））水和剤を約 10 日間

隔で７回散布した場合、本病に対する抑制効果が認められる（表３）。

６．開花期前後を中心とした銅水和剤の３回散布を中心に、さまざまな散布時期を設定し

本病による果実被害の軽減効果について検討したところ、試験を実施した 2012 および

2013 年ともに果実被害の発生がなく、果実被害を抑制するための薬剤散布の適期および

必要回数は確認できていない（表４）。また、休眠期防除として行われる多硫化カルシ

ウム水溶剤の散布は本病に対する効果がみられない（表４）。

７．当面、本病発生の恐れがある場合には、銅水和剤の散布を行う。
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表１ つる割細菌病とつる割病の症状比較

葉（初期） 葉 新梢 果実

つる割細菌病 細菌 淡黄色の小斑点 ハローを伴う褐色の病斑 黒色のつる割症状、かいよう症状 黒褐色円形のかいよう症状

つる割病 糸状菌 淡黄色の小斑点 葉脈に沿った黒色の条斑 円形で隆起した黒色病斑 果面に盛り上がった小黒点

つる割病は、近年道内での発生は少ない

病因の
種類

病名
病徴

セイベル5279 23.8 49.6

ツヴァイゲルトレーベ 17.7 47.6

ケルナー 21.7 42.1

ローター・グーテデル 17.1 33.8

セイベル13053 15.8 30.7

ミュラー・トルガウ 11.4 34.4

ユヴェール 7.3 30.8

カベルネソーヴィニヨン 3.9 26.0

ドルンフェルダー 3.2 25.6

ピノ・ノワール 0.7 21.2

リースリング 2.6 18.5

アルモ・ノワール 1.2 9.9

キャンベル 0.0 7.6

マスカットハンブルグ・アムレンシス 0.0 2.6

表２ ぶどうポット苗におけるつる割細菌病発病程度

品種名
発病葉率(%)

2012年 2013年

表３ つる割細菌病に対する銅水和剤７回散布の効果(2011年）

散布区 1.2 97

無散布区 40.7

散布区 0.6 89

無散布区 5.6

発病葉率
(%)

ツヴァイゲルトレーベ

品種 処理

9月21日

防除価

ケルナー

表４ 薬剤散布試験（2013年B園地）

1 全期間 ● ● ● ● ● ● ● 1.2 89 8.4 79

2 前半型 ● ● 7.5 26 23.5 42

3 後半型 ● ● ● 7.9 22 14.8 63

4 開花期中心 ● ● ● 3.9 62 13.9 65

5 開花期中心＋1 ● ● ● ● 3.3 67 17.6 56

7 休眠期 ■ 9.8 4 34.2 15

8 無処理 10.2 40.2

●：銅水和剤（塩基性硫酸銅58%（銅として38%)）800倍（炭酸カルシウム水和剤100倍加用）

■：多硫化カルシウム水溶剤10倍

塗りつぶしは開花前後3回の薬剤散布時期（開花期：7月5日）

処理区 5月 6月 7月 8月
発病葉率 つる割程度

防除価防除価 発病度％

つる割程度：新梢の中間部分について、0：つる割症状無し、1：数個の割れがみられる、2：観察部位の長さ1/4以下のつる割症
状がみられる、3：観察部位の長さ1/4～1/2につる割症状がみられる、4：観察部位の長さ1/2以上につる割症状がみられる


